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顔と声による情動の多感覚コミュニケーション 
 

田中章浩†1 

 

概要：コミュニケーションにおいて聞き手は，話し手の顔の表情や音声のパラ言語情報といった多感覚情報を統合し
て，相手の情動を知覚している。こうした情動の多感覚コミュニケーションについて検討した一連の研究を紹介する。
具体的には，表情音声データベースの開発，情動の多感覚コミュニケーションの文化差と個人差，多感覚コミュニケ

ーションの発達過程，軽蔑や罪悪感といった高次感情の表出，および fMRI による神経基盤に関する実験結果等につ
いて紹介したい。 
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Multisensory Communication of Emotion from Faces and Voices 
 

AKIHIRO TANAKA†1 

 

Abstract: In communication, we humans perceive others’ emotion by integrating multiple sources of sensory information such as 

facial and vocal expressions. In this talk, I will present a series of recent studies on multisensory communication in my laboratory. 

Topics will include our multimodal emotion expression database, cultural and individual differences in multisensory emotion 

perception, developmental time course of emotion perception, multimodal expressions of higher-order emotions, and neural 

correlates of multisensory emotion perception. 
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1. 講演の概要  

 コミュニケーションにおいて聞き手は，話し手の顔の表

情や音声のパラ言語情報といった多感覚情報を統合して，

相手の情動を知覚している。こうした情動の多感覚コミュ

ニケーションについて検討した一連の研究を紹介する。具

体的には，表情音声データベースの開発[1,2]，情動の多感

覚コミュニケーション[3]，およびその文化差[4,5]と個人差

[6,7]，多感覚コミュニケーションの発達過程，軽蔑や罪悪

感といった高次感情の表出[8]，および fMRI による神経基

盤に関する実験結果等について紹介したい。 
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